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• 圏央道の４車線化や東関道の全線開通
➡ 交通利便性の向上
• 成田空港や茨城空港の機能強化
➡ 交通インフラからの波及効果
• 国県道のバイパス整備
➡ 市内３路線の建設着手

• 魅力ある潜在的な地域資源の存在
➡ 自然や景観などに対する満足度の高さ
• 協働のまちづくりの芽生え
➡ 近年、一部の市民活動等が活発化
• 東京との距離感・首都圏としての立地
➡ 東京60㎞圏の優位性・市民感覚

• 脆弱な生活利便施設・公共交通等
➡ 非効率な構造とシステムの存在
• 郷土愛(シビックプライド)の低迷
➡ 自慢の故郷としての低調さ
• 未利用空間の増大
➡ 公有未利用地や空き家等の増加

• 人口減少・少子化の進展
➡ 国全体が減少時代に突入
•災害の頻発化・激甚化
➡ 台風・大雨や地震等の災害

•周辺都市との関係性　➡ 通勤通学・買い物等の生活圏の実態



2



3

圏

央
道

江戸崎

神崎・成田IC

IC

潮来・鹿嶋

成田・香取

幸田・阿波

西代新利根
龍ヶ崎

土浦・つくば・牛久
【広域】

稲敷東部台
都市計画区域

稲敷東南部
都市計画区域幸田・阿波

須賀津

八千石

古渡

西代

新利根

江戸崎

【市全体と2ゾーン】

【15 集落（旧小学校区）】

江戸崎

新利根

東

桜川

【4 地域（旧町村）】

骨格形成拠点〔地域生活拠点〕

産業形成拠点

行政サービス拠点

交流促進拠点

骨格形成拠点〔都市拠点〕
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骨格形成拠点
(都市拠点)

産業形成拠点

地域生活拠点

行政サービス拠点

交流促進拠点
(観光交流拠点)

交流促進拠点
(スポーツ交流拠点)

高速道路

国道／バイパス

県道／バイパス

広域連携軸

地域間連携軸

水辺軸

一団の樹林地等

一団の農地等

水辺(河川・湖沼) 交通結節点

江戸崎
骨格形成
拠点

江戸崎
骨格形成
拠点

新利根
骨格形成
拠点

新利根
骨格形成
拠点

幸田・阿波
骨格形成
拠点

幸田・阿波
骨格形成
拠点

西代
骨格形成
拠点

西代
骨格形成
拠点

土浦

つくば

牛久

龍ケ崎

成田

神崎

香取

潮来

鹿嶋・神栖

旧町村

４地域
旧小学校区15地区

まちづくりに関わる

13分野
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➡ 拠点内外のインフラ施設や環境・景観等による拠点環境の向上
➡ ハザードエリアを含む拠点での防災指針等の作成・義務化

➡ 生活サービス機能に係る民間投資等の誘導促進策の導入
➡ 窓口等をはじめ、市民利用頻度の高い公共サービスの立地誘導

➡ 江戸崎、新利根、幸田・阿波、西代の４拠点の明確な位置づけ
➡ 生活サービス機能とターミナル機能の融合拠点の形成

• 骨格形成拠点への民間・公共投資等
の誘導による生活サービス機能の向上

•骨格形成拠点での機能や環境の向
上による拠点への集約化の促進

•市の骨格構造の形成を促進する
「骨格形成拠点」の明確化

➡ 身近な水辺空間と親しむための公園等との連携の推進
➡ 市内のゴルフ場や観光施設、歴史的資源等との連携の推進

➡ 新たな国内外の需要増大が期待できる大杉神社との連携
➡ 成田空港の機能強化と連携したインバウンド需要の掘り起こし

➡ 和田公園や妙岐ノ鼻など、霞ヶ浦が育んだ水辺資源の有効活用
➡ つくば霞ヶ浦りんりんロードを活かした観光・交流の強化

•霞ヶ浦が育んだ水辺資源を活かし
たかわまちづくりの推進

•霞ヶ浦の歴史と造詣が深い歴史的資
源等を活かした観光・交流の促進

•市内に点在する既存の観光・交流
施設との連携

➡ 新たな開発手法を用いた産業拠点づくりの検討
➡ 財政負担を最小限に留める事業スキームの検討

➡ 農業の６次産業化を推進するための産業拠点の形成
➡ 圏央道稲敷東インターチェンジ周辺開発の促進

➡ 今後の地域経済を牽引する新たな産業用地の確保
➡ 圏央道稲敷インターチェンジ周辺の適正な開発促進

•圏央道の４車線化や成田空港の機
能強化を見据えた産業拠点の推進

•新たな農業への転換を図るための
産業拠点の展開

•多様な開発手法を視野にした産業
拠点のスキーム設定
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骨格形成拠点(都市拠点)

産業形成拠点

行政サービス拠点

交流促進拠点(スポーツ交流拠点)

広域連携軸

地域間連携軸

水辺軸

一団の樹林地等

一団の農地等

水辺(河川・湖沼)

高速道路

国道

県道

交通結節点

国
道
125

号

国道
408 号

圏
央
道

竜ケ崎潮来線

 江戸崎
骨格形成
　拠点

500 1000 2000m0

○観光・交流促進に向けた、水辺
のネットワークや拠点形成の推進

【霞ヶ浦や小野川などの水辺】

○地区計画制度など、計画的な
開発誘導に向けた手法の検討

○江戸崎ＰＡの利活用なども含
め、本市の玄関口としてふさ
わしい機能導入の検討

【稲敷ＩＣ周辺】

○都市機能の集積促進によるコ
ンパクトな拠点としての機能
の維持や充実

○公共交通の充実による周辺か
らのアクセス向上

【江戸崎市街地】

○商業機能の活性化、市民
によるイベントなどによる個
性ある市街地づくり

【江戸崎商店街】

○未利用地への企業誘致推進

【高田工業団地】

○生産・流通業等の企業誘致
を推進し、地域経済の活性化
と雇用創出を担う新たな産業
拠点の形成

【稲敷東ＩＣ周辺】

○江戸崎ショッピングセンターパンプな
どを中心に沿道型の土地利用を誘導

【県道江戸崎新利根線沿道】

○良好な操業環境の維持・増進

【江戸崎工業団地、稲敷工業団地】

○地区計画に基づく行政機能、商
業・業務、サービス機能などの
誘導、賑わいや交流を創出する
機能の導入の検討

【市役所周辺】

【市街化区域】
○用途地域に沿った土地利用誘導による良好な居
住環境の形成

【全　体】
○稲敷市空家等対策計画に基づく適切な維持・
管理の促進と、空き家バンクを活用した利活用

○既存の住宅団地の居住環境の維持に向けた、
協定などの遵守、都市計画制度の活用の検討
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広域連携軸

水辺軸

水辺(河川・湖沼)

高速道路

国道

県道交通結節点

骨格形成拠点(都市拠点)

産業形成拠点

交流促進拠点(スポーツ交流拠点)

一団の樹林地等

一団の農地等

500 1000 2000m0

竜ケ崎潮来線

圏
央
道

 新利根
骨格形成
  拠点

国
道

408
号

○生産・流通業等の企
業誘致を推進し、地域
経済の活性化と雇用創
出を担う新たな産業拠
点の形成

【稲敷東ＩＣ周辺】

○都市機能集積によるコンパクトな拠点
としての機能の維持や充実と、周辺施
設と連携した拠点機能の向上

【新利根市街地】

○観光・交流促進に向けた水辺の
ネットワークや拠点形成の推進

【霞ヶ浦や小野川などの水辺】

○良好な操業環境の維持・増進

【下太田工業団地及び下太田第二工業団地】

○地区計画制度の活用による計画的な産業誘導、
市街化区域及び用途地域の拡大などの検討

【下太田工業団地及び下太田第二工業団地周辺】

○良好な操業環境の
維持・増進に向けた
地区計画の検討

【中山工業団地】

○地区計画に基づく拠点機能の維持・更新の促進

○公共交通機能の充実による連携を確保

○住環境の維持・向上による移住・定住の促進

【角崎地区】

○新たな拠点として地域活性化
に資する利活用の検討

【柴崎地区】

○公共施設の再編との整合を取りながら、
公共サービス拠点としての機能維持

【新利根公民館及び新利根運動公園周辺】【市街化区域】
○移住・定住の受け皿となる
住環境の整備の推進

【全　体】
○歴史的資源の保存・活用と
情報発信、観光や交流の
場としての活用
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骨格形成拠点(都市拠点)

産業形成拠点

交流促進拠点(スポーツ交流拠点) 広域連携軸

地域間連携軸

一団の樹林地等

一団の農地等

地域生活拠点

交流促進拠点(観光交流拠点)

水辺軸水辺(河川・湖沼)

国道

県道

交通結節点

500 1000 2000m0

幸田・阿波
 骨格形成
　 拠点

国
道
125 号

妙岐ノ鼻

○つくば霞ヶ浦りんりんロード
との連携

○既存の親水空間や緑地、
遊歩道などの維持・活用に
よる体験・交流環境づくり、
ソフト面の充実

【和田公園】

○生涯学習活動や地域交流活動を推
進し、地域の支え合いと協働を育
むコミュニティ拠点としての充実

【桜川公民館】

○安全で快適な走行環境や休憩・観
光拠点の整備による、地域内での滞
在や交流の促進

【つくば霞ヶ浦りんりんロード】

○良好な操業環境の
維持・増進に向けた
用途地域や地区計
画制度等の検討

【迎山工業団地】

○社会体育施設や医療機能などの充実
を推進し、地域生活の支援を担う拠点
形成を目指す

【古渡地区】
【桜川運動公園周辺】

○観光・交流促進に向
けた水辺のネットワー
クや拠点形成の推進

【霞ヶ浦などの水辺】
○周辺の住宅団地や各種生活サービス
施設を含めた拠点エリアの形成

○市のゲート・観光交流機能の充実

○国道125号バイパスによる利便性向上、
公共交通ターミナル機能の充実

【幸田・阿波】
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水辺(河川・湖沼)

高速道路

国道

県道

交通結節点

骨格形成拠点(都市拠点)

産業形成拠点

行政サービス拠点

地域生活拠点

水辺軸

広域連携軸

地域間連携軸

一団の樹林地等

一団の農地等交流促進拠点(スポーツ交流拠点)

交流促進拠点(観光交流拠点)

500 1000 2000m0

国道
125 号

大利根東公園

国
道

　
号
51

　西代
骨格形成
　拠点

幸田・阿波
 骨格形成
　 拠点

江
戸
崎
神
崎
線

圏央道

○観光・交流促進に向けた水辺の
ネットワークや拠点形成の推進

【霞ヶ浦などの水辺】

○公共施設のあり方検討との整合を図
りつつ、生涯学習施設などを活かし
た拠点機能の維持

【佐原組新田・八千石地域生活拠点】

○大規模商業施設等の
維持を図るため、地
区計画や用途地域指
定の検討

○公共交通機能の充実

【西代地区】

○桜の名所づくりに向けた既存樹の維
持・管理と植栽区間の延長、イベン
ト空間の確保、散策環境の整備

【新利根川桜づつみ】

○周辺の住宅団地や各種生活サービス
施設を含めた拠点エリアの形成

○市のゲート・観光交流機能の充実

○国道125号バイパスによる利便性向
上、公共交通ターミナル機能の充実

【幸田・阿波】

○生産・流通業等の企業誘
致を推進し、地域経済の
活性化と雇用創出を担う新
たな産業拠点の形成

【稲敷東ＩＣ周辺】

○良好な操業環境の維持・増進
に向けた用途地域や地区計画
制度等の検討

【筑波東部工業団地】

○横利根閘門の維持・保全を図る
とともに、地域の歴史資源として
利活用の推進

【横利根閘門ふれあい公園】
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事業者

市民

×
行政


